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研究成果の概要（和文）：液晶ディスプレイはバックライトを必要とすることから消費電力が高いことで知られ
ている。一方環境光を反射することで発色する反射型ディスプレイはバックライトを必要としないことからディ
スプレイデバイスの省電力化に貢献すると考えられている。そのようなディスプレイデバイスに用いる材料とし
てコレステリック液晶が知られている。本研究では、コレステリック液晶が示す反射色を電気的に変化させるこ
とができる新しい添加剤（ドーパント）を開発した。本ドーパントを用いる事で変化した色をメモリー出来るデ
バイスや、低電圧かつ高速に色変化を実現できるデバイスの開発に成功した。

研究成果の概要（英文）：Liquid crystalline displays are known to have high power consumption rate.  
Reflective displays are expected to overcome this issue as they utilize environmental light rather 
than backlight.  Cholesteric liquid crystals are one of the strong candidate to be applied for 
reflective displays.  In this research, we have developed new type of dopants for cholesteric liquid
 crystals that can realize the electrical modulation of the reflection color.  By using these 
dopants, we have succeeded in developing a device whose modulated color can be memorized, and a 
device that can be driven quickly by low voltage.

研究分野：材料化学

キーワード： コレステリック液晶　キラルドーパント　反射型ディスプレイ　電子ペーパー
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(4) 電気化学反応を利用したコレステリック
液晶の反射色制御；徳永翔一、伊藤喜光、
相田卓三；第 66 回高分子学会年次大会、
1Pb054、幕張メッセ（千葉県、千葉市）、
2017 年 5 月 29 日。	

(5) 任意の反射色を繰り返し表示・記憶・消
去できる電場駆動液晶；徳永翔一、伊藤
喜光、相田卓三；日本化学会第 95 回春期
年会、2C1-58、日本大学船橋、2015 年 3
月 27 日。	
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